
〈地形から見た日本の特色〉　次の問いに答えなさい。

⑴　地震の震源や火山が帯状に分布し，火山活動が活発で地震が多い場所を

何というか。

⑵　本州の中央部に連なる飛
ひ

驒
だ

・木
き

曽
そ

・赤
あか

石
いし

の山脈をまとめて何というか。

⑶　日本列島の地形が大きく変わる境となっている，⑵の東の本州中央部を

南北にのびる一帯を何というか。

⑷　川が山間部から平野・盆
ぼん

地
ち

に流れ出た場所にできる，扇
おうぎ

形
がた

の地形を何と

いうか。

⑸　川が海などに流れこむ所にできる，細かい土砂でうめ立てられた地形を

何というか。

⑹　もともと山地の谷だった部分に海水が入りこんで形成された奥行きのあ

る湾
わん

と岬
みさき

が連続する地形を何というか。

⑺　水深が約200ｍまでの平らな海底の地形を何というか。

⑻　太平洋の沖合いを北上する暖流を何というか。

〈気候から見た日本の特色〉　次の文中の にあてはまる語句を答えな

さい。

⑴　温帯のうち， は主に大陸の東岸に分布し，年間における降水量や

気温の変化が大きく，特に四季の変化がはっきりしている。

⑵　日本列島の夏は，太平洋からふきこんでくる，暖かい湿気を大量にふく

んだ の影
えい

響
きょう

を強く受ける。

⑶　日本などの東アジアでは，初夏に降水量の多い の時期が見られる。

⑷　夏から秋にかけては，赤道の北の地域で発生した や熱帯低気圧が

北上し，日本列島に風水害をもたらすことがある。

⑸　中国山地と四国山地にはさまれた は，太平洋や日本海からの水蒸

気が届きにくいため，年間を通じて降水量が少ない。

〈自然災害と防災・減災への取り組み〉　次の文中の〔　〕から最も適当な語

句を選んで答えなさい。

⑴　2011年の東日本大震災は震源が海底であったため，太平洋側の広範囲の

沿岸に〔高
たか

潮
しお

　津
つ

波
なみ

〕が押し寄せた。

⑵　都道府県や市区町村は防災計画を立て，災害がおこりやすい場所や避難

経路などを示した〔防災マップ　地形図〕をつくっている。
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次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ａを何というか，漢字３字で答えなさい。

⑵　下線部ｂについて，山地・丘
きゅう

陵
りょう

は国土全体のどれくらいをしめているか。

次から選び，記号で答えなさい。

ア　約４分の１　　イ　約３分の１　　ウ　約２分の１　　エ　約４分の３

⑶　下線部ｃのうち，九州にある火山を次から選び，

記号で答えなさい。

ア　阿
あ

蘇
そ

山　　イ　富
ふ

士
じ

山

ウ　有
う

珠
す

山　　エ　浅
あさ

間
ま

山

⑷　下線部ｄ以外の大陸の川と比べた日本の川の特徴

を，「流域面積」の語句を使って説明しなさい。

⑸　下線部ｅについて，右の図中のＸにつくられた傾
けい

斜
しゃ

地
ち

を何というか。

⑹　下線部ｆを何というか。

右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　夏の季節風の向きを地図中の

ア・イから選び，記号で答えなさい。

⑵　Ａの地域の気候の特色を次から

選び，記号で答えなさい。

ア　降水量が少なく，冬でも温和

である。

イ　夏は高温で雨が多く，冬は乾
かん

燥
そう

した日が続く。

ウ　降水量が少なく，冬の寒さが

厳しい。

エ　年間を通じて温暖な亜
あ

熱帯の気候である。

⑶　右の雨温図があてはまる都市のある地域を地図中の

Ｂ～Ｅから選び，記号で答えなさい。

⑷　地図中のＦの地域でおこりやすい自然災害を次から

選び，記号で答えなさい。

ア　干
かん

害
がい

　　イ　冷害　　ウ　雪
なだれ

崩　　エ　津
つ

波
なみ

1
　世界には， a 地

じ

震
しん

の震源や火山が帯のように連なり，大地の変動が活発な
地域がある。日本列島もその地域に属するため， b 全体として山がちな国土
で，ｃ活動している火山も多い。 d 日本の川は大陸の川に比べて短いが，

e 川の堆
たい

積
せき

作用で平地がつくられている。日本は海に囲まれた海洋国（島国）
で， f 周囲には水深200ｍぐらいまでの浅い海底が広がっている。
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